
fledgeブラウス 
作り方 

■こちらのパターンは、布帛または薄手のﾆｯﾄで作る

ブラウスです。肩・胸周りがｺﾞﾑ仕様となっていますの

で、小さいお子様でも動きやすくお着替えがしやすい

形です。 

■すべて縫い代込みとなっておりますので、切り取っ

てそのままお使いいただけます。脇部分に使用するバ

イアス布は寸法のみの記載となりますので直裁ちして

ください。 

■「わ」の表記以外は縫い代１ｃｍです。 

■家庭用ミシンのみでも作製できます。 

■説明文にある「端を処理します」とはロックミシンor

ジグザグミシンで端をかがることです。 

 用意するもの 
  □布帛orニット生地…ローン、ボイル、天竺ニット  
               などの薄手生地 
  □６コールゴム 

70 80 90 100 110 120 130 140 

身巾 22 23.5 25 27 29 32 34 35.5 

着丈 29 32.5 36.5 41 44.5 48.5 51.5 55 

★出来上がり寸法(ｃｍ) 

70 80 90 100 110 120 130 140 

１1０ｃｍ幅 50 60 70 75 80 100 125 130 

バイアス
布 

(4ｃｍ幅) 

13.5 14 15 15 17 18 20.5 22 

 肩ゴム 
(ニット作製の
場合) 

8 
(7) 

9 
(8) 

10 
(9) 

10.5 
(9.5) 

11 
(10) 

12 
(10.5) 

13 
(11) 

14 
(12) 

前身頃ゴム 14 15 16 16.5 17.5 18 19.5 20.5 

後身頃ゴム 13 14 15 15.5 16.5 17 18 19 

★必要用尺(ｃｍ)※１1０ｃｍ幅 

※出来上がり寸法は型紙を計測したものです。 

※生地の上下方向・柄合わせがある場合はこれより多めに用意してください。 
※フリル布はどの方向で裁ってもOKです。 
※ニットで制作する場合は布帛に比べて重みがあるので、肩ゴムを短めに設定しています。 

★必要パーツ 

 準備 
★全てのパーツに合印を入れておく。 

★指定の長さのバイアス布を真ん中に
向けて両側から折り、さらに半分に折っ
てアイロンで押さえておく。 

計８パーツ 

３－１ 



縫い方手順 

１．フリル布を作る 

３．身頃にゴムを入れる 

３－２ 

折り返した端の１ｍｍ内側にステッチをかけ、
端を三角に切り落としておきます。 

脇布のカーブしている部分にバイアス布
を中表に合わせ、端から１ｃｍのところを
縫い合わせます。 

脇布を裏に返し、先ほどの縫い線が１ｍ
ｍ程隠れるように縫い代をくるみます。(し

つけをするか、まち針や手芸用のりを使っ
て仮止めしておくとずれにくくなります) 
※写真ではミシンの上で作業していますが、こ
こではミシンは使いません。。 

また表に返し、端から１ｍｍのところ
にステッチをかけます。 

前後身頃の、型紙に記載した折り返し位置
で裏側に折り返し、指定の位置にステッチ
をかけます。 

一番上の段はフリルになるのでゴムは通
さず、２段目以降にゴムを通し両端を仮
止めしておきます。 

 

後の工程を進めやすいよう、真ん中に
ギャザーを寄せておきましょう。 

フリル布は巻きロックか三つ折りで端を処理
します。 

三つ折りの場合は５ｍｍ幅で２回折り返し、
アイロンで押さえます。 

２．脇布にバイアス布を付ける 



縫い方手順 

４．各パーツを縫い合わせる 

３－３ 

身頃端とフリル止まりの合印をそれぞ
れ合わせながら、前後身頃と中表にな
るようフリル布を合わせます。 
(ずれが心配な場合はここで仮縫いをしてお
きましょう) 

脇布～フリル布～脇布までぐるっと縫い
合わせます。途中でフリル布のみにな
る箇所がありますが、そのまま縫い進
め、端を処理します。 
反対側も同じ工程で縫います。 

フリル布の内側部分を１ｃｍ折り返し、アイ
ロンで押さえます。 

先ほど開いた部分をまた折り返し、付けた肩ゴ
ムを伸ばし入れながら、折り端から１～２ｍｍ
位の部分を反対端まで縫います。 

縫い始め、縫い終わりは身頃端から１ｃｍ下の
部分です。ゴムを一緒に縫い込まないよう注意
しましょう。 

裾を５ｍｍ幅の三つ折りにし、アイロン
で押さえます。折り端から１～２ｍｍのと
ころにステッチをかけます。 

これで完成です。 
お疲れ様でした♪ 

その上に前身頃と中表になる向き
で脇布を重ねます。こちらも合印は
しっかりと合わせます。 

脇布のもう片方の辺を、後身頃と中
表になるよう合わせます。この時、
前後身頃がそれぞれ脇布に対して
中表に合わさっている状態です。 

アイロンで押さえた部分を開き、肩ゴムの
端を前身頃端より１ｃｍ下のフリル布側に
に縫い付けます。そのとき、なるべくアイロ
ンで折り線を付けた側ギリギリになるよう
に寄せて付けます。 

そのゴムの反対端を後身頃側のフリル布
にも、ねじれないよう同じように縫い付け
ます。 


